
会派視察研修報告書

平成 30 年３月 30 日

常滑市議会議長

川原和敏殿

会派名 創造未来

会派代表 冨本 健

創造未来 会派視察報告書を提出いたします

１、 期間 平成 30 年２月６日（火）～２月７日（水）

２、 視察研修先

①熊本県八代市 「仮庁舎における業務及び新庁舎建設事業について」

②福岡県福津市 「観光政策及びあんずの里（直売施設）について」

３、 参加者

冨本 健、成田勝之、川原和敏、盛田克己、伊藤史郎、相羽助宣、杉江繁樹、都築周典



平成 30 年２月６日（火）

熊本県八代市

視察項目

『仮庁舎における業務及び新庁舎建設事業について』

対応者

八代市財政部 新庁舎建設課 課長 松元真介

財政課 係長 上村勝一 副主幹 平山誠也

八代市議会事務局 次長 嶋田和博 主任 岩﨑和平

○八代市の概要

八代市は、県都・熊本市の南約 40 ㎞に位置し、市域は東西約 50 ㎞、南北 30 ㎞で、約 680

㎢の面積を有している。

東は九州山地の脊梁地帯を形成し宮崎県に境を接し、西は不知火の海八代海を隔てて天

草諸島を望む。全面積の約 70％が山間地、約 30％が平野部からなっており、日本三急流の

一つである球磨川の河口に位置する八代平野は、球磨川と氷川などから流下した土砂が堆

積してできた扇状地と三角州を基部とした沖積平野と、藩政時代から行われてきた干拓事

業により形成された平野である。

山・川・海そして広大な平野と多様で豊かな自然に恵まれており、特に一級河川の球磨

川、氷川のもたらす豊富で良質な水の恩恵を受け、全国有数の農業生産地、県内有数の工

業都市として発展してきた。

交通アクセス面では、自動車は九州縦貫自動車道八代インターチェンジや、南九州西回

り自動車道日奈久インターチェンジを有し、鉄道では九州新幹線などが開通している。

さらに、海の玄関口である八代港は、昭和 34 年に国の重要港湾に指定され、平成 19 年度

からは 5.5 万トン級船舶に対応する水深 14ｍ岸壁の整備が進められており、平成 25 年３月

に岸壁と泊地が完成している。平成 29 年１月には、国の「官民連携による国際クルーズ拠

点」に選定され、今後も整備が進み、物流・人流の双方の拠点として重要な役割を担う。

このように、九州の真ん中に位置するという地の利から、陸・海路の交通の要衝となって

いる。

沿革としては、平成 17 年８月１日、八代市と八代郡内の坂本村、千丁町、鏡町、東陽村、

和泉町の１市２町３村が合併し、新「八代市」となった。

人口は、平成 29 年住民基本台帳人口で 129,358 人、平成 29 年度一般会計当初予算額は

約 657 億円である。

○新庁舎建設事業

新庁舎整備に係る経緯としては、平成８年度に阪神・淡路大震災を契機に本庁舎の耐震



診断を実施したところ、耐震性に疑問があり、補強案の作成は困難という診断結果が出さ

れた。その後、平成 17 年に市町村合併により新八代市が誕生。

平成 21 年度、耐震補強技術の進歩により耐震補強の可能性を模索して、再度耐震診断を

実施したところ耐震基準を満たしておらず、「現庁舎に補強を行い、継続的に使用するより、

建てかえを行うことが妥当」との結果が示された。

平成 25 年度より市内の小中学校耐震補強などのめどがついたため、プロジェクトチーム

と検討専門部会を設置して、新庁舎建設への取り組みをスタートさせた。

平成 26 年度には地域審議会及び議会の審議を経て、現本庁舎敷地内に新庁舎を建設する

ことを決定。平成 27 年度に新庁舎建設準備室を設置して平成 32 年度末までの建設を目指

していた。

しかし、平成 28 年に熊本地震が発生し、本庁舎が損壊し安全に業務を行うことが難しい

との判断から、全て本庁機能を各支所や複数の施設に移転して、本庁舎敷地内に仮設庁舎

を開庁し現在に至る。

主なＱ＆Ａ

Ｑ 新庁舎の規模が当初 19,000 ㎡から 26,000 ㎡に拡大されているがどういうことか。

Ａ 計画変更の合間に市長選挙・市議選挙があり、行政機能と防災機能の充実を図るため

再検討され、拡大した。

Ｑ 熊本地震が発災したときの市役所の状況はどうであったか。

Ａ 本庁舎にクラック等があり使用不可能であったため、無事であった議会棟を使用した。

思ったより市役所に押しかけてくる市民はいなかったため混乱はなく、本来の避難所

に誘導できた。

Ｑ 新庁舎建設の財源はどのようなものを予定しているのか。

Ａ 主に災害復旧事業債と合併特例債を活用する予定である。

Ｑ 仮庁舎の業務で支障はないか。

Ａ 合併したことにより旧町村の一部役場が支所になっており、機能分散することで支障

はない。議会も旧町役場で行われている。

○常滑市への反映

八代市と常滑市では財政規模や人口規模が大きく違うが、同時期に新庁舎を建設すると

いった点では大いに参考になることがある。八代市では熊本地震以前より新庁舎を計画し

ていたが、震災発生後に面積の拡大などの方針変更があるため、基本設計などは直近のも

のを見ることができる。

オフィス環境整備支援業務委託などは、常滑市でも計画されており、生の意見を聞くこ

とができた。市民サービス・業務効率・職場環境などの向上のためには必要な事業だと感

じた。



八代市ではプロポーザル型公募で６社応募があり１次審査で５社に、公開で１社に絞っ

た。また、地元業者とのＪＶを組んでもらっている。

八代市議会としては、新庁舎建設推進特別委員会を設置して検討している。

常滑市議会として、新庁舎のための特別委員会を設置するかはわからないが、何らかの

形で議会の意見も届けることは必要と感じた。

我々としては今回の視察で得たものを、ときを同じく新庁舎建設事業を行う常滑市によ

き提案をして行きたい。

個人感想

（冨本議員）

・仮庁舎の手づくり感が温かさを感じ、とてもよい印象であった。合併前の各庁舎を支所

として使用できるのは、災害時の合併市の強みだと思う。

（成田議員）

・災害時に市役所に集中する市民は少なかったとのことで、平常時の避難所の周知は大切

だと感じた。

（川原議員）

・熊本地震でも比較的被害の少なかった地域なので、復旧は早いほうだと感じた。新庁舎

の総事業費 162 億円は大きな額だと思う。

（盛田議員）

・現庁舎の外観上は大丈夫に見えるが、実際の被害は柱や塀にクラックが入り使用できな

いことに驚いた。

（伊藤議員）

・狭い仮設庁舎であったが、機能的に配置されていると感じた。市民の来庁者に対しても

受付がしっかり対応していることは、新庁舎になっても大切なことと感じた。

（相羽議員）

・オフィス環境整備支援業務委託事業は、常滑市役所新庁舎にも生かしていく事業だと感

じた。業務効率・環境などに必要である。

（杉江議員）

・新庁舎基本構想についてのパブリックコメントの件数は少なかったとのことで、新庁舎

への関心はその程度かと思った。

（都築議員）

・常滑市と新庁舎建設の財源が違うが、両市とも平成 32 年度末の完成を目指すところは同

じである。本市も有利な起債を使用することは大切と感じた。





平成 30 年２月７日

福岡県 福津市

視察項目

『観光政策及びあんずの里（直売施設）について』

対応者

福津市議会 建設環境委員会 委員長 蒲生 守

福津市地域振興部 地域振興課 観光推進係長 安永紳一郎

〃 農林水産振興係 千原幸登

あんずの里市利用組合 組合長 柴田文敏

○福津市の概要

福津市は、平成 17 年１月に旧福間町と旧津屋崎町が合併した市である。北九州市と福岡

市のほぼ中間に位置し、国道３号やＪＲ鹿児島本線など交通至便な好条件の下、北九州市・

福岡市両 100 万都市のベットタウンとして、また、白砂青松の長い海岸線や国定公園にも

指定されている豊かな自然、あるいは宮地嶽神社や、平成 29 年７月に世界遺産として登録

された「新原・奴山古墳群（しんばる・ぬやまこふんぐん）」などの歴史・文化を大切にす

るまちとして発展してきた。

市の総面積は 52.7 ㎢、田畑などの耕地と山林がそれぞれ約 13 ㎢で、宅地が約８㎢ある。

市を流れる川としては、源流から河口までひとつの西郷川が流れている。

人口は平成 29 年 12 月末現在 63,067 人、世帯は 26,351 世帯である。福間駅東地区にお

ける土地区画整理事業が行われたことや、西鉄宮地岳線の跡地開発等により、新築住宅の

建築やマンション建設が行われ、それに伴う人口増加が見られる。

平成 29 年度の一般会計予算は約 216 億円である。

○観光政策

福津市は、福岡・北九州両 100 万都市に近接し地理的条件にも恵まれて、年間で 500 万

人という決して少なくはない観光客を迎えながら、それが直ちに地域経済の浮揚やまちの

活性化に結びついていないのが現状である。

このことから、福津市観光基本計画は福津市における観光分野の総合的・計画的な指針

を示すことで観光客の誘致を促進するとともに、市内の多彩な観光資源の連携を図って回

遊性を高め、観光事業を充実させて地域産業の活性化を図ることを目指し策定した。

そしてこの計画は、「推進体制づくり」「もてなし力の開発」「発信力の向上」の３つを基

本方針としている。

また、食にこだわる事業を中心に開催して、多くの反響を得ている。

あんずの里との観光振興施策としては、「福津の極み」といった産品ブランドの認定をし



て、「福津の旬を食べよう」等のイベントを開催している。

近年では、映画「巫女っちゃけん。」のロケ地になったり、有名なＣＭのロケ地「光の道」

が有名になり、その目的の観光客も増加している。

○あんずの里（直売施設）について

あんずの里の成り立ちは、平成４年に旧津屋崎町農業農村活性化推進協議会の設立を受

け、平成６年３月約 30 人の女性グループにより、毎月１回第３日曜日に軽トラックの荷台

を利用した青空市を開始したことに始まる。その後、旧津屋崎町農林漁業体験実習館の建

設にあわせて、農産物の直売（常設）の設置を町に要望。会員数 52 名で『あんずの里青空

市の会』を設立。平成８年には農林漁業体験実習館併設の産地形成促進施設内で販売を移

行し、『あんずの里市利用組合』を設立し現在に至る。

隣町に道の駅が開業したことにより、来客数の減少もあったが、さまざまな施策により

現在は来客数も持ち直している。

今では駐車場の増設も行っているほどの集客力がある。

○主なＱ＆Ａ

Ｑ 映画やＣＭのロケ地をどのように有効利用しているか。

Ａ ロケ地の紹介のマップを作成したり、関連したお土産の作成などをして有効に活用し

ている。

Ｑ あんずの里の運営の現状はどうか。

Ａ 当初軽トラックの荷台で始まったころの、推進力のある女性リーダーがかなりの牽引

力を発揮していただき、直売所の基礎をつくってくれたため安定している。

Ｑ 客層は観光客が多いか、地元客が多いか。

Ａ 道すがらの観光客も休憩がてらの来店で多いが、産直物が安く手に入るため地元のお

客さんも多い。また、認定されたあんずの里オリジナル商品の売れ行きがよい。

○常滑市への反映

観光政策としては、常滑市も映画のロケ地になったことがあり、多く取り上げられたこ

とがある。今後もフィルムコミッションを推進していくことが必要と考える。そのために

は、どのようにしたらロケ地として選択していただけるか、冷静に検討することも必要で

ある。

常滑市も空港立地市としての有利な状態を最大限に活用し、観光客の増加を推進してい

く手段にロケ地活用を考えるべきである。

次に直売施設については、常滑市の現状とは大いに違いがあり、直接的な有効事例には

ならないが、あんずの里が最近行っている、買い物困難者への支援策としての出張販売な

どは常滑市としても今後少しは考えるべき事業であると思う。



現状としては、当地域でしっかりと事業を展開している農協とも連携し、常滑に合った

農産品の販売強化も今後推進するべきである。

○個人感想

（冨本議員）

・あんずの里のオリジナル加工品を、上手に販売していることはすばらしいと感じた。商

品に対するこだわりが実っている証である。

（成田議員）

・買い物困難者向けの出張販売において、その近所のお年寄り達の集まる場所の提供につ

ながっていることは、本趣旨の副産物として意味があると感じた。

（川原議員）

・直売施設自体の立地条件が、主要道路にあり有利だと思う。ドライブ客の集客にはもっ

てこいの場所にある。

（盛田議員）

・農産物としては知多半島のほうが種類は豊富だが、加工品を上手に作成し商品化してい

るところがすばらしいと思った。

（伊藤議員）

・運営の主体はあんずの里市利用組合で、地元農協は一組合員になっていることはこの地

域では考えられないことだと感じた。当地域では、逆に農協が主体となって事業を展開す

ることが多いし、そのほうが成功している。

（相羽議員）

・スタートが生産者の農家の奥さんで、民間の組合組織が主体となって運営していること

が成功の理由だと感じた。行政は運営主体となるべきではなく、あくまでもバックアップ

のほうがよいと感じた。

（杉江議員）

・隣のまちに道の駅ができて来客が減少したが、商品のよさと価格に妥協しなかったため

来客数が戻ってきたことはすばらしい。

（都築議員）

・生産者の出品手数料をほかの施設より抑えることで、出品者の確保や商品の価格を抑制

していることは成功の要因だと考える。




